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11..  ははじじめめにに  

Future Design プログラムは、学生、教員、職

員が連携してこれから取り組むべき課題を発見し、

社会の変革に対応し、時代に即した教育を展開で

きる能力を育成することを目的とする三者協働の

研修プログラムである。グループワークを中心に、

教育の質や学びの場の創出、学生支援、情報発信

など多角的な視点から議論を深め、最終的には実 
践的な提案を取りまとめる。多様な参加者との対

話を通じて、分析力・企画力・共創力を養い、大

学の未来を共に描くことを目的としている。 
企画・運営は教育開発支援センター「FD/SD 連

携プロジェクト」が担った。今年度のテーマは、

『学生・教員・職員が共に考える「学生がもっと

学びたくなる関西大学」』とし、関西大学の現状を

明確にするとともに、強みや弱みを把握したうえ

で、具体的に関西大学の魅力を高める施策を提案

する内容とした。 
 本プログラムは、2025年10月 10日から 10月

31 日まで、毎週金曜 1 限（9：00～10：30）、全

4 回で構成され、第 3 回目終了後に各グループに

よる最終報告会の機会を設けた。第 1回では教育

推進部教授より、他大学の先進事例の紹介および

「学生時代の学び」を振り返るワークを行い、前

半では先進事例を通し教育改革の方向性について

理解を深め、後半では自身の学生時代の経験を振

り返ることで、大学構成員としての立場と学習者

としての視点を往還的に捉える試みがなされた。 
また、第 2回と第 3回では、最終報告会に向けた

グループワークが行われ、各班が発表テーマを設

定し、提案内容の具体化に向けた議論を重ねた。 
（図 1） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 広報用チラシ 
 

本プログラムは、学生・教員・職員による三者

協働の混合グループを編成して実施した。対象者

については、学生は関西大学における学習支援・

学生生活支援・大学教育等に関心を有する者を募

集し、教員は専任・非常勤を問わず広く周知を行

った。職員については、人材開発課と連携し、職

員研修の一環として募集を実施した。その結果、

学生 7名（35.0%）、教員 4名（20.0%）、職員 9名

（45.0%）の計 20名が参加し、1グループ 4名の

計 5グループに編成した。グループ分けに際して

は、可能な限り三者が均等に配置されるよう配慮

した。 
 本稿では、2025 年 10 月31 日に開催した最終

報告会（図 2）において、各グループが報告した

内容を記録として残す。 
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図 2 最終報告会広報用チラシ 

 
22..  各各ググルルーーププのの発発表表内内容容  
全 5グループの発表内容（スライド）は次のと

おりである。 
 
22..11..  AA ググルルーーププ「「ふふわわふふわわ巻巻きき込込みみ大大作作戦戦    
--  ふふわわふふわわCCAAMMPP  FFIIRREE  --」」  
 本田 貴人（商学部生）、溝口 侑（教育推進部 
特別任用准教授）、上田 和葉（入試広報G）、細

野 真（初等部・中等部・高等部事務室） 
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22..22..  BB ググルルーーププ「「関関大大ビビフフォォーーアアフフタターー  ～～大大学学

のの主主人人公公ははききみみたたちちだだ！！！！～～」」  
 福塚 勇汰（文学部生）、森田 真実（社会学部 
生）、大森 一毅（学長課）、高橋 名香(教務事務

／教務第 2) 
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22..33..  CC ググルルーーププ 
「「授授業業、、動動きき出出すす。。--  関関大大PPBBLL 革革命命  --」」  
 荒井 結加（商学部生）、中尾 悠利子（総合情

報学部教授）、池田 ひな（地域・高大連G）、髙

田 凌佑（ミューズキャンパスG） 
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22..44..  DDググルルーーププ  
「「よよりり人人とと関関わわりり合合いいななががらら学学べべるる関関大大へへ」」  
 橋本 木実（政策創造学部生）、森貞 誠(ビジ

ネスデータサイエンス学部 准教授）、松田 美菜

子（情報推進G）、山口 健太（学部院／法文） 
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22..55..  EE ググルルーーププ  
「「関関大大 AAII ババデディィーー  ～～相相棒棒ががつつななぐぐ学学びびのの輪輪～～」」  
 上村 凛（社会学部生）、吉田 彩乃（商学部生）、

丸野 由希（ビジネスデータサイエンス学部教授）、

ハンター・マーク秀樹（国際教育G） 
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